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1. 本稿の醜題

農業は国民経済活動のなかの重要な 1産業部門として，国民食料の安定供給

に対し重要な役割を担っている。と同時にその生産活動のために国民経済のな

かの他の部門から多くの生産資材やザーピスを購入するとともに農業者みずか

らの労働用役を投入しその対価として得られた所得の一定部分は消費，投資

財の購入によって国民経済に循環してし、く。このように，農業および農業者は

国民経済のなかの部門として，従来から一定の役割を担ってきた。

本稿の目的は，こうした農業と資材・サービス供給産業，消費・投資材産業

の棺互依存関係を産業連関分析の手法によって分析することにより，農業生産

の変動が農業生産資材産業を中心とする農業関連産業に与える影響を定量的に

把援することにある。

こうした農業生産変動が国民経済に与える影響の大きさについて計量的な分

析が行なわれた例はあまり多くない。わずかに，県もしくは地域経済のレベル

での分析，あるいは農業の中の特定の 1部門についての例がいくつかあるだけ

である。〈奥末(1)，吉田 (11)，神田 (3)，藤田(10))(1)

またこうした計量分析を行なうととにより，農業というー経済部門の国民経

済，地域経済へ与える全体的な影響の程度が明らかになるだけでなく，漢然と
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した概念で理解されている農業に対する「関連産業」とし、う概念をより明確に

位置付けることが可能になる。すなわち，農業生産の変動によって他の産業が

影響を受ける程度は産業の性格によっておのずから差があるわけであり，影響

を受ける程度によって農業との経済的な結びつきの大きさを具体的に計測する

ことが出来る。

さらにこの議論を農業全体ではなく農業内部の特定の部門に限定すれば，あ

る商品の輸入拡大とそれに伴う圏内生産の縮小の影響を産業別に定量的に把握

することが可能になる。

しかしながら，これまでの同種の分析では，国民経済もしくは地域経済全体

へ与える影響あるいは雇用へ与える影響(2)にウエイトが置かれ過ぎたきらい

があった。もちろん，経済全体へ与える影響について定量的な把握は必要であ

る。しかし，より重要なのはどの産業にどの程度の影響力:現れるかということ

を定量的に把握することであろう。これにより対象となる産業とその関連産業

の経済的位置付け，相互依存関係が明確になるのである。こうした個々の産業

への影響にまで立ち入った分析がこれまでの同種の分析には不十分であったよ

うに思われる。

本稿の第ーの課題は，このように農業を例として特定産業部門の生産変動が

経済全体および個々の産業に与える影響の大きさを産業連関分析の手法によっ

て求めるための方法論の検討にある。そして第二の課題は，第一の課題によっ

て提示された方法論に基づく分析モデルによって農業生産変動が国民経済全体

および他の産業に与える影響の大きさを具体的な数値として計測し，農業と他

産業の係わりの程度について定量的な分析を行なうことである。この分析によ

って「農業関連産業」という概念がこれまでより明確になり得るものと考える。

本稿の主たるテーマは以前に筆者が地域経済を対象として行なった研究〈吉

田 (11J)を発展させたものであり，そこで不十分であった点を補うとともに，

ほぽ同様な問題設定によって行なわれた研究〈例えば， 藤田 (10]) との比較

を行なうことによって，設定されたモデルによる結果の差異についても検討を

加える。
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注(1) 奥末(1]は，佐賀県を対象として農業生産変動が県経済に与える影響は，他

の経済部門の場合より大きい ζ とを実証してみせた優れた論文である。神田 (3)

は，同様の手法によって青森県を対象として分析を行なったものである。以上い

ずれも県の産業連関表によって分析したものである。

乙れに対し，吉田 (11)は，全国を 9プロックに分割した通商産業省の地域産

業連関表によって全国 9プロ 'yクについて分析を行ない，農業生産の変動が地域

経済に与える影響の程度は地域によってかなり差があり，特11:東北などでは影響

が大きいことを実証した。しかし，分析モデル等11:若干問題があり，乙の問題点

を修正するととが本稿の呂的の 1つである。

藤田 (10)は，牛肉輸入自由化が与える影響を全国レベルで分析したものであ

る。しかし，モデルに問題はないものの産業連関表データの使用について問題が

あり，牛肉輸入の増加が豚，鶏の生産11:大きく影響するという結果になっている。

藤田 (10)にあるデータ使用上の問題点を修正した分析として小林 (4)が近く

公表される。

(2) ζ の種の産業連関分析で雇用への影響を求める場合「雇用表」を使用するのが

普通である。しかし農業の場合の雇用表における就業者のカウントの方法は. f也

の統計例えば総務庁の「労働力調査」における農業就業人口などと大幅に異なっ

ており，生産誘発額!1:雇用表から求めた就業係数をそのまま乗じて雇用への影響

を求める方法は適当でないと考える。乙の方法では，農業を対象とした分析の場

合，結果として異常な過大推計となることは避けられない。吉田 (11)ではこう

した方法は採らなかった。なお，雇用表については資料 (6)を，参照のこと。

また，雇用表の農業就業者と国勢調査の農業就業者の数値の比較が，資料 (8)

のp.6!1:示されている。

2. 韓題分析へのアプローチ

1.で提示された課題分析のために，本稿では産業連関分析によるアプローチ

を行なう。産業連関分析は，国民経済計算体系の中に位置付けられた「産業連

関表」と L、う産業相互間の財貨・サーピスの取引を記述した統計表に基づく諸

係数を利用した経済分析の一手法である。

産業連関表には，農業部門が国民経済のなかの他の経済部門と行なっている

経済取引が示され，これを読み取ることにより農業部門と他の産業部門との直

接的な径済的結びつきを知ることが出来る。具体的には，
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① 農業部門に投入される生産諸要素別投入金額Cl)C2) 

② 農業部門の生産物が他の経済部門への販売されてし、く部門別産出額を把

握することが出来る。

①だけであれば，例えば「農産物生産費調査」を使用したコスト分析を行な

うことも考えられるし，②だけであれば個別農産物の需給データに基づく計量

分析によるアプローチも考えられよう。しかしいずれの場合でも，農業部門の

生産変動による影響の分析は直接的なものだけに限定されてしまうことになる。

国民経済全体および産業別に，直接的なものにとどまらず間接的なものまで

含めた影響の大きさを求めるとすれば，産業連関分析によって行なわざるを得

ない。もちろん，産業連関分析にもメリットだけでなく，短所もある。その最

たるものは，産業連関分析はL、ずれにしてもマクロ経済分析であるので，例え

ば個々の農業経営に立ち入った分析は出来ないし，農産物の産出面についても

例えば農産物の品質を考慮した需要代替関係などの分析もできない。ミグロ経

済分析で問題とされる部分をかなりの程度捨象した，ある意味でおおざっぱな

分析とならざるを得ないことである。

しかし国民経済や地域経済全体の中での農業の位置付けを議論するについて

は，以上述べた短所を考慮しても，産業連関分析による結果は寄与するところ

大であろう。

産業連関分析は，マトリックスの形で表示される産業連関表を横にみた商品

の需給均衡関係を使用した均衡産出額モデル，もしくは縦のコスト構成を使用

した価格分析モデルの 2通りの方法に大別される。本稿で使用する産業連関分

析は，前者，すなわち均衡産出額モデルに基づくものである。均衡産出額モデ

ルは，ある時点〈すなわち産業連関表作成時点の 1年間〉で均衡しているすべ

ての商品の需給パランスに対して一定の最終需要を追加した場合，それを満た

す直接・間接の生産額水準を求めるモデルで、ある。具体的な事例としては，新

たに公共投資を一定額追加的に行なった場合に発生する園内生産額・国内総生

産および産業別生産額を求めるという問題が，最もオーソドッグスなモデルで

あり，こうした経済政策の効果測定にはこれまでにもしばしば使われてきた。
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本稿で使用するモデルは，この均衡産出額モデルを若干修正L.，最終需要不変

としづ前提のもとで特定の産業部門(本稿では農業部門〉の生産額水準を変動

させた場合の経済各部門に与える直接，間接の影響を求めようとするモデルで‘

ある。

ここで本稿で使用した産業連関表データについて記しておきたい。使用した

産業連関表データは，平成元年2月に公表された「昭和 60年産業連関表J(以

下 r60年表」という〕である。 60年表は，基本分類(最も細分化された商品分

類〉で 529行x408列で公表された。この基本分類を本稿の分析目的に合わせ

て統合Lて使用した。部門統合の考え方は，通常の産業連関分析の分析用の標

準として公表されている「統合中分類 (84部門分類)Jをベースとして， この

他主たる分析対象である農業，林業，漁業，食品工業および若干の資材供給産

業(肥料，農薬など〉を基本分類によって分類したものを追加し内生部門数

〈産業部門数〉は 153部門とした。なお，参考までに「昭和 55年産業連関表」

〈以下 r55年表」という〉についても同様の分析を行ない参考までに結果の時

系列比較を行なったが 55年表は 60年表に比べ産業分類がかなり異なってい

るため 55年表の場合は内生部門数は 133部門である。

なお，産業連関表は 5年毎に作成されるため，毎回部門分類は相当変更され

るし，また同一名称を持つ部門であっても内容がかなり異なっている場合が少

なくない。したがって厳密な時系列比較は，時系列分析用に過去の表を最新年

次の表にあわせて再構成した「接続表」による以外は事実上できない。今回行

なった 55年と 60年の比較についても，あくまで参考に過ぎない。また， 55年

については米の不作により農業部門が著しく過小になっているため，データを

米の作柄を平年作になるように補正した。

また，産業連関表では，表を作成するについての作業上の要請および各商品

生産に関して activityベースと L、う概念の純粋性確保のため，現実にはない架

空の産業〈仮設部門という〉がL、くつか設定されている。こうした仮設部門の

うち「自家輸送」部門については， r自家輸送表」を使用して各産業部門に分

解した表を使用した。この仮設部門の分解は，各産業の生産コストをそのまま
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素直に反映した表とするため行なったものであるが，結果として公表された産

業連関表に比べ，国内生産額合計が自家輸送分だけ減少していることに注意す

る必要がある〈幻。

注(1) 生産諸要素のうち，投入されたあるいは現に使用されている資本ストックにつ

いては把握できない。産業連関表から読み取れるのは当該年において生産のため

に使用された資本ストックに対する償却分 cr資本減耗引当J)だけである。した

がって，本稿に示す分析において特定の産業部門の生産を変動させるといっても，

資本ストックの産業間の移動は考慮していない。

産業別資本ストックの賦存状況を示す「固定資本ストックマトリックス」は，

かつて45年産業連関表の付帯表として r45年国富調査」の結果を使って試算され

たことがあったが，その後作成されていない。今後も作成される予定は無いよう

である。これを作るためには資本ストックについての一次統計そのものが不十分

というのが実情である。なお，産業連関表の付帯表として毎回公表されている

「固定資本7 トリッタス」とは，最終需要項目のなかの「資本形成」に計上され

る資本材別の金額を，資本材の需要先別に整理したものであって，あくまで「フ

ロー」の統計であり.rストック」の統計ではない。

(2) 産業連関表の表象では，労働用役11:対する対価は通常は「雇用者所得JIこ計上

される。しかし個人企業の業主自身の労働用役に対する対価は当該企業の企業所

得と合計されて「営業余剰」として計上される。農業の場合も大部分が個人企業

であるのでこの扱いになる。したがって r農産物生産費調査」における「家族

労働報酬」に対応する部分は営業余剰に含まれ，雇用者所得として計上される部

分は外部から雇用した者に対して支払った雇用賃金のみである。産業連関表にお

いてこのような扱いをする産業は，農業の他では，サービス業に多くみられる。

(3) 自家輸送とは，各産業の生産コスト 11:占める自家輸送活動に伴なう経費を集め

たもので，その内容はガソリン等の石油製品，自動車修理費等が主なものである。

基本分類では「自家用旅客自動車輸送」および「自家用貨物自動車輸送」の 2部

門であり，自家輸送の内訳は，産業連関表の付帯表の 1つである「自家輸送マト

リックス」によって知る乙とが出来る。これ以外の仮設部門については，仮設部

門を分解するための資料が無いため，分解不可能である。仮設部門については資

料 (5)を，自家輸送マトリックスについては資料 (6)を参照のこと。なお，

本稿で使用した産業連関表データば，吉田 (13)で使用されたものと同一である。
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3. 分析モデルとその方法論

分析モデルは，通常の均衡産出額モデルを 2段階に適用したオープンモデル

(以下 i2段階オープンモデル」という〉によるo なお，このような 2段階オ

ープンモテ'ルではなく，消費を内生化したクローズドモデルによって行なう方

法(藤田(IOJ)もあり，両者の違いについても後ほどコメントしてみたい。

このモデルの組立てについて，概念的な模式図を示しておくと次の通りであ

る。

生産変動・・・・・・・・・・・・→他の部門の生産変動

付加価値変動 他の部門の付加価値変動←-

i← 消費性向 く

〈第 l次の

波及効果)

消費の変動

生産変動

付加価値変動

以下でモデルの説明を行なうが，記述の煩雑さを避けるために生産額を変動

り

返

し

(第 2次以降の

波及効果〉

させる。すなわち生産額を外生的に与える部門を農業部門とし，農業以外の産

業をその他の産業部門として記述する。モデル自体は一般性を持つので農業の

代わりに別の産業部門でも良いし，農業の中の特定の 1部門でも構わない。

また，産業連関表に計上される経済取引は，財貨・サーピスについてのもの

であるが，本稿では財貨・サービスを総称して「商品」と呼ぶことにする。

まず通常の競争輸入型需給均衡式を次のように設定する。

(1) [l-(lー舟〉・A]・X=(l-M)・X+E

ここで，
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X:生産額ベクトル

Y:最終需要(輸出を除く〉ベグトル

E:輸出ベクトル

A:投入係数行列

舟:輸入係数対角行列

1:単位行列

である。

産業部門を添え字 l.......nで表し，一般性を失わずに，圏内生産額を変動させ

る，すなわち外生的に圏内生産額を与える産業部門〈農業〉を l.......pと仮定す

る。 (p<n)したがって，p+l.......nがその他の産業部門を表している。農業

部門を添え字Aを付1..-，その他の産業部門を添え字Bを付して表すことにする。

ベクトルX，y， Eを産業グループ単位に分割し次のように表示する。

X=(~:l ベ 2) 叶2)
Aを付したものが農業部門である。すなわち，

x叩4:)
YA， YB， EA， EB についても同様である。

行列 [l一(/ー舟)・A]を Dとおき，Dもベクトルと同様分割表示する。

DAA:ρ×ρ行列

D=(九 仏B)， h:M-ρ〉行列

DBA DBBJ' D BA: (nーが×ρ行列

DBB: (n-ρ)x(n-ρ〉行列

行列 (/-&0は対角行列であるから次のように分割表示される。

( (/-1iI)A 0 (/ー舟)=1，- .--，.. 
o (/-M)B) 

以上の表示によりは)式を書き直すと，
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(DAA DAB)(XA) ((l-NI)A 0 )(YAi (EA) 
(2) 1 _ _ 11 __ 1=1 __ ~_ 11 __ 1+1 _ 1 

l DBA DBBJ l XB ) l 0 (l一政)B八 YB). lEB) 

となる。これを行列表示の連立方程式の形に書き直すと，

(2.1) DAA・XA+DAB.XB=(l-舟)A'YA+EA

(2.2) DBA・XA+DBB・XB=(l-l臼)B・YB十EB

(2.1)式は農業部門の商品の需給パランス. (2.2)式はその他の産業部門の

商品の需給バランスをそれぞれ表している。

農業部門の生産額を変動させた場合，その他の産業部門の生産および全産業

の生産に与える影響を求めることが問題である。 したがって. (2.1)， (2.2) 

式においてベクトル XAは外生変数となるから，(2.2)式で農業部門の生産額

ベグトル XAを右辺に移項した形で整理すると次のようになる。

(3) DBB・XB=(l-!iIh'YB+EBーDBA・XA

これを XB について解くと

性)XB=DBB-l・[(l-Sf)B' YB+EB-DBA ，XAJ 

農業部門の生産額 XAが JXAだけ変動した場合，最終需要部門が変動しな

いと L寸仮定のもとで，その他の産業部門の生産額変動分 JXB は，(4)式から

次に示す(5)式により与えられる。

(5) dXB=ーDBB-1・DBA，dXA

(5)式を書き換え

(5)' JXB=DBB-l(ーDBA.JXA)

と表すと，右辺の( )内の -DBA・JXAが農業部門の変動を受けての直接効

果であり， これに逆行列 DBB-l を乗じたものが間接分を含む合計の波及効果

になる。したがって.(5)'式から生産額変動分 JXBを直接分と間接分に分解す

ることも可能である。(この分解の結果は.5.で詳述する。〉

生産額変動分をまとめると，

dX=(;;;) 
これによる付加価値の変動 JVは，次のように求められる。
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AV=1I・AX

ただし， 11は付加価値率を対角要素とする対角行列である。

これに伴なう輸入の変動は，次のように求められる。

農業部門について，需給バランス式 (2.1)を輸入係数のない，輸入を明示的

に含んだ形で表すと，

(2.1)' DAA，XA+DAB・XB+YA+EA-MA=XA

となる。これから，

MA=DAA・XA+DAB，XB十九十EA-XA

生産額の変動 AXA，AXBを受けての輸入の変動 AMAは，

(6) AMA=DAA.AXA十DAB.AXB-AXA

= (DAA -l) .AXA +DAB.AXB 

(6)の右辺は，農業部門の生産変動による部分とこれを受けてのその他の産業

部門の生産変動による部分に分解される。 しかし，AXBは(5)式によって AXA

の関数として表されているから，(5)式を(6)式へ代入することによって結局AMA

は次の形にまとめられる。

(7) AMA = (D AAー[-DAB.DBB-1・DBA).AXA

同様にその他の産業の輸入変動分 AMBについては， (2.2)式から求めるこ

とが出来る。結論だけを示すと次の通り。

(8) AMB=DBB-l.DBA.AXA 

ここまでが，間接分を含む第 l次の波及効果である。

次に第 1次の生産変動によって引き起こされる消費の変動，すなわち第2次

の波及効果を求める。農業部門の変動による生産額，付加価値ベクトルの変動

分をそれぞれ AX(!)，AV(!)と表す。また AV<!)の列和を小文字で Av(!)と

表し，消費性向をザで表すと，AV<!)による消費の変動分は，守.Av(!)となる。

なお，消費性向をどういう形で定義するかについて若干問題となるが，本稿

では次のように定義した。くなお，この点については4.(2)を参照。〉

民間消費消費性向守=
雇用者所得+営業余剰
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単位消費ベクトル(産業連関表の民間消費列ベクトルを列和が 1になるよう

に規準化したもの〉をCで表す。すなわち

引去の=1

第 2次効果 L1Xω，L1V<2)は次のようになる。

(9) L1X(2)=D-t・(I-GJ)・匂.L1v(1)・C)

=(マ.L1v(!))・D-t・(l-GJ)・C

=匂.L1v(l))・Xc

ただし，Xc=D-t・(l-J9I)・Cである。すなわち，Xcは単位消費ベクトル

Cによって誘発される生産額ベクトルで、ある。同様にして，

側 L1VC2) = V・D-t・(lーM)・匂.L1v(1).C)

=(守・L1v(1))・V.D-t・(l-M)・C

=白.L1v(1))・Vc

ただし，Vc=t1・D-t・(lーM)・C=t1・Xcであり，単位消費ベクトルによっ

て誘発される付加価値ベクトルである。

民間消費の生産誘発係数を α，付加価値誘発係数を s(すなわち，ベグトル

Xcの列和=α，ベクトル Vcの列和語s)として(9)，UO)式の列和をとると

Ul) L1X(2) = (守・α).L1v(!) 

U2) <1v∞=(マ.f3) .<1v(l) 

となる。

この第 2次の波及効果は，第 3次以降へ順次波及していき，理論的には無限

大まで波及してし、く。第n次波及効果は，

U3) L1V(n)=匂・L1v<n-l))・Vc

=マ・(ザ.s)n-2・L1v(!).Vc 

U4) L1v(的自〈守.s)n-t・L1v(1)， nミ2

凶式における守.sが 1より小さければ系列 {L1V(n)}， {L1v(n)} は収束する。

したがって，累積値L;L1X同， L; L1V(n)が求まり， これが究極の波及効果と
n=l n=l 
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なる。

この究極の波及効果は次のようにして求めることができる。

U5) L: JVCn)=JV(!)+ L: JV(n) 
n=l n=2 

=JVC!)+ L: (守・〈守.s)n-2・Jv(!))・Vc
n=2 

=JV(!)十ザ・JvC山 zω.s)n-2・Vc
n=2 

=JV(!) +守.Jv(!).L: (守.s)π.Vc
n=O 

=JVC!) +守.JvC!).(1/(1ーザ.s))・Vc

すなわち，究極の波及効果 L:JV(冗〉は， 農業部門の変動による部分(第 1
n=l 

項〉と，これを受けての消費の変動による部分〈第2項〉の合計として求めら

れる。

ベクトルL:JVcn)の列和L:Jvcn)は.(9)式を使って次のように求められる。
n=l n=l 

。。
U6) :E AVCn)=AVCI)+守・Av(1)・(1/(1ー守.s))・β

n=l 

=」『ゆ(l)
iーザ.p

U6)式の係数 1/(1ー守・めが，第 1次効果を究極的に何倍に増幅するかを示ナ

付加価値レベルでみた乗数で，消費性向守と付加価値誘発係数Pのみによって

決まることを特に注意しておこう。

なお，究極の波及効果を示す生産額ベクトルL:Jxcn)は，
n=l 

∞ (l/Vl 0) ∞ 
U71 L: JX川 =1¥ トL:JVcの

n=l l 0 l/vn) n=l 

として求めることが出来る。

以上述べた r2段階オープンモデル」において，第 1次の波及を求めた段階

で農業部門の生産額は外生的に与えた生産額と等しくなる。しかし，第2次以
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降の効果を加えた累積値については，農業部門の生産額は外生的に与えた生産

額とは等しくならないことに注意する必要がある。この点で以下に示す「クロ

ーズドモデル」とは異なっている。すなわちクローズドモテ。ルの解は，オープ

ンモデルの第 2次以降の波及分を含みかつ農業部門の生産額は与えられた外生

値に等しくなる。したがって，クローズドモデルの解をオープンモデルの解と

比較する場合には，オープンモデルの解のうち第2次以降の効果が何段階まで

累積されたものと比較するかについて注意する必要がある。

〔宰考〉クローズドモデルについて

これは 2段階オープンモデルのように段階を追って解いて行くものではな

く，生産の変動を消費の変動へつなげる方程式を導入して消費を内生化し，一

度に解いてしまおうとするものである。すなわち， 生産→付加価値で切れる

(open)のでなく，生産→付加価値→消費→生産と L、う具合に閉じた体系とな

っているので“dosedmodel"と呼ばれる。

以下クローズドモデルについて若干説明する。記号の使い方はオープンモデ

ルの場合と同様とし，輸出を除く最終需要ベクトル Yを消費ベクトル C とそ

れ以外の最終需要ベクトル T に分割する。すなわち Y=C'+Y'である。さ

らに単位消費ベクトルCをそれぞれの商品を生産する産業が属するクやループ別

に分割し以下のように表す。

、，ji
t
-
-

，，

G

G

 

J
『

E
E
E
E
E
E
E

目、、一一
p
u
 

(2.0， (2.2)に相当する需給パランス式は，次の通りである。

(18.1) DAA・XA+DAB，XB-cT.(Iー舟)A・CA=(I-舟)A'1':ど+EA

(18.2) DBA・XA+DBB・XB-CT'(l-l臼)B・CB=(l-Z臼)B・YB'+EB

なお，CTは消費合計，すなわち民間消費ベクトル Cの列和に相当する内生

変数である。オープンモデルと異なり消費合計が内生変数となるのでこれを決

定する方程式が必要となる。この方程式は，次のようにして定義される。

産業部門別に生産額に占める所得比率的を定義し，消費性向守を乗じて産

業部門別消費比率的を定義する。すなわち，
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Uj=守'WJ，j=l-n 

である。 {Uj}の定義によって，

となる。

m 

k: Uj・Xj=CT
j=l 

ここでは，消費性向守を民間消費/(雇用者所得+営業余剰〉によって定義

した。したがって，産業別所得比率的も次のように定義する。

Wi=雇用者所得+営業余剰
J 生産額

行ベクトル U= [Ul， "'， UnJを定義し 他のベグトルと同様 U=[UA，UBJ 

と分割表示する。これを用いて，消費合計を決定する方程式を次のように定式

化する。

(18.3) UA・XA+UB，XBー CT=O

(18.1)-(18.3)を行列の形で表現すると，

(DAA DAB 一 (1ー舟 )A ・ CA~ (XA) ((1-舟)A・YA'+EAi

U8) 1 DBA DBB ー(1一舟)B・CBI・1XB 1=1 (1-1臼)B'YB'+EBI 

l U A U B -1 ) l CT) l 0 ) 

間式をオープンモデルと同様の前提〈ただし，最終需要不変という前提のう

ち消費だけはモデルの体系内で変化するので，消費以外の最終需要不変という

前提に変更する〉を置いて解けば，解は次のようになる。

(JXB) (DBB 一(1ーNI)B ・ CB~-l( -DBA.JXA i 
(19) 1. 1=1 __ 1 1 __ .__ 1 

l JCT) l UB -1)  ! -UA・JXA)

ここでクローズドモデルの解について若干の注意点を記しておこう。まず第

ーに， クローズドモデルの解は 2段階オープンモテゃルの場合の第 1次波及効果

と第2次以降の波及効果が同時に含まれていることにより，農業部門の生産額

を外生的に変動させたことのみによる影響を分離することが出来ないというこ

とである。すなわち，第 1次効果と第2次以降の効果が複合された形で解が求

まってしまうため，一度で解けると L、う簡単さはあるにせよ，その他産業部門

に現れた影響が，農業部門の変動によるものかそれともこれを受けての消費の
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変動によるものかの区別は出来ない。この事情は需給均衡式を凶)式のように直

接逆行列によって解かず，係数行列のベキ乗によって逐次解を求めてみても同

じことである。したがって， (5)'式にみられるような農業部門の生産変動の影響

を直接的な波及分と間接的な波及分に分離するといったことはもちろん出来な

い。しかしながら，グローズドモデルによる解は，少なくとも農業部門の生産

額に関しては，外生的に与えられた水準に一致する。この点で，所期の問題に

対しては，きわめてすっきりした解答を提供する(1)。

結局この 2つの解法は，目的とする点はほとんど同じであるが， クローズド

モデ、ルによれば農業部門の生産変動の波及効果はモデルで、想定している期間

(産業連関表の場合通常 1年間〕内に完結すると考えているのに対し 2段階

オープンモデルの場合は 2次以降の効果は第 2年度以降についても影響が残り，

かっその影響が累積していくと考えている点にある。また，問題によって生産

額を外生的に変動させる部門と他の産業部門との経済的結び付きをより純粋な

形で抽出したい場合があり，その場合には 2段階オープンモデルを適用してそ

の第 1段階の解を詳細に分析する必要が出てくる。

この 2つのタイプのモデルビルディングのうちどのタイプを使うかについて

は，どの様な前提で問題を考えるかという点で使い分ければ良いであろう。本

稿では，単に農業部門の生産変動が国民経済全体へ与える影響を求めるだけで

なく， 農業部門との結び付きの強い他の産業部門すなわち「農業関連産業部

門」を明確にするというもう 1つの分析目的があり，この目的のために 2段階

オープンモデルを設定した。

注(1) 付表2および付表 31<::クローズドモデルによる解を， 2段階オープンモデルに

よる解の各ステップ別の解と比較可能な形で示しである。

4. 分析モデルに関する若干の注意

本節では， 3.で展開した分析モテゃルの組み立て方について，全般にわたる注

意事項を述べておこう。
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本稿で展開したモデルは，競争輸入型産業連関表に基づく需給均衡式を

(3. (1)式参照〉この前提によって，農業部門の生産変動によ

って直接的な影響を受ける産業は農業部門への投入材産業に限られ，産出材産

業には直接的な影響は発生しない構造になっている。その理由は次の通りであ

(1) 

前提としている。

るo

需給均衡式における取引関係は，行列 D=[l-(l-l白〉・A]に集約されてい

l る。小行列 DBAが農業部門が購入しているその他産業

部門の商品の輸入係数を考慮した投入係数である。した

がって，その他産業部門の生産は 3.の(5)または (5)'式に

加

、ーより農業部門の生産変動を受けて直接的に変動する。

こで小行列の DBA なかで比較的大きな投入係数を持つ

産業は，肥料等を中心とした農業の投入材産業である。

一方，農業部門の生産物を購入している産業，例えば食

品工業が投入する農産物に関する投入係数は，

S
A

一

S
A

A

一

B

D

一

D

その他
産業

DAB 
農
業

そ
の
他
産
業

DBB 

小行列
農業

D ABの中に表れる。 3.で展開したモデルから明らかなように，小行列 DABの

部分は農業部門の直接的な生産変動の影響は受けなし、。より具体的にいえば，

食品工業部門が投入する農産物に関しては，国産品の投入が変動した分を輸入

品によって相殺することになる。したがって， 3.(6)式にみられるように農業部

門の輸入は結果として変動することになり，農業部門に関しては輸入係数は当

初の値とは異なることになる。

このような構造を持つモデルで、あるので，農業部門の生産が変動したからと

いってその産出先産業については直接的な波及は起きない。これは「競争輸入

型」とL、う国産品と輸入品が需要面で完全に代替するとL寸前提で組み立てら

れた産業連関表を使用していることによる。もちろん，国産品と輸入品はまっ

たく別のものであり競合しないと L寸前提をおいて組み立てられた「非競争

しカミ

L例えぽ食品工業において，国産原料農産物の供給が減少したらその分だけ生

産を縮小すると L、う仮定は現実的ではないと考える。この仮定が成り立っとす

型」産業連関表によってモデルを構成すればこのようなことは起きなし、。



農業生産変動と関連産業 17 

れば，地域特産物を使用した地場産業的な食品工業などの場合だけであろう。

したがって，全国もしくはかなり広い地域を対象とした分析では本稿で示した

競争輸入型産業連関表に基づくモデルが妥当と考えられる。しかし市町村など

かなり狭い地域を対象とした分析では非競争タイプのモデルも考慮される必要

があろう。

したがって，本稿で示す「関連産業」と L、う概念も専ら資材供給産業が主た

る対象となるという点に注意する必要がある。

(2) 次の注意点は，第 1次の波及から，第2次への波及に移る部分について

である。第 1次の波及効果により求まった付加価値の変動総額 L1v<oが次のス

テップでどの様に波及して行くかについては，必ずしも決まったルートがある

わけで・はない。付加価値の変動を受けて消費が変動する場合もあるだろうし，

投資へ影響が出る場合もあるであろう。この第 2次効果の波及のルートを決め

なくてはこれ以降のモデルを組み立てることはできなし、。そこで本稿で展開し

たモデルでは，付加価値変動が消費変動へつながるとしてモデルを構成した。

しかしこれについてはかなりの異論もあるであろう。特に本稿で想定した状

況とは若干異なるが，例えば米の豊凶変動により農業所得が大きく増減した場

合，まず影響が出るのは農家の住宅投資および農機具，自動車等の資本材の購

入であると言われている。したがって付加価値変動は，消費でなくむしろ投資

へ波及させるべきであるとする考え方もある。しかし，産業連関表の投資(国

内総固定資本形成，民間〉に占める農家の投資の割合は極めて低く〈1)，農業生

産変動による付加価値変動が投資変動へ波及する(投資ベクトル全体を変化さ

せる〉とする考え方には無理がある。これに対し消費市場に占める農家部門の

比率は現在でも 10%強のシェアを持つ。(資料 (7))農家所得に占める農業

所得の割合が 15%程度であるとしても，農家の消費行動について農業所得と

農外所得といった所得の源泉別に消費目的が分かれているとは考えにくいこと

とも併せて，農業生産変動による付加価値の変動は消費の変動へ波及させるこ

とがモデル構成のうえでは素直であると考えられる(2)。

そこで本稿では，
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農業生産の変動・・・・・・→農業の付加価値の変動ー

その他の産業の 」その他の産業の
生産変動 →付加価値の変動一一一一一

E一

と言った図式で、モデルを構成した。ここで使用する消費性向についてもどの様

な指標によって定義するかについて意見が分かれるところであろう。本稿では，

一般性および分析対象が主として農業という個人企業であることも考膚L.

(2.の注(2)を参照〉

民間消費
雇用者所得+営業余剰

による平均消費性向によって消費性向を定義したが，問題によっては限界消費

性向などの指標による方法も考えられよう。

注(1) 資料 (7)によれば，農業部門の投資総額は昭和 62年度で約 3兆 9千億円で，

圏内総固定資本形成に占める割合は 4%程度である。(農業の投資だけであり，

農 家の往宅投資および農家家計用自動車購入等家計部 門11:帰属する資本材購入を

除く〉しかし，との投資総額の 5割強を占める土地改良投資についてほ農業所得

の変動による影響よりむしろ政府資本補助金の増減により左右される割合が大き

い。ちなみに土地改良投資額を政府資本補助金と農業総生産によって説明する関

数を推計してみると，次のような結果が得られる。

LogσL) =0.262+0. 880*LogσLG) +0. 0937*Log(V AR) 
ー (90.3) (2. 2) 

RBAR**2 = 0.997， D. W. = 0.78 

推計期間:昭和 35-62年度

乙乙で IL:土地改良投資総額(実質〉

ILG:資本補助金〈実質)

VAR:農業総生産〈実質)

なお，実質化に用いたデフレーターは，土地改良投資デフレーターである。推

計に使用した基礎データは，資料 (7)による。

(2) 農家の消費行動について，農業所得は，農外所得といった所得の源泉別に支出

先が異なるかどうかについては確たる分析を行なった研究成果はない。乙の点、に
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ついて若干議論したものとしては，例えば資料 (2Jを参照。

5. 分析結果の検討

分析モデルのシミュレーションは，吉田 (11) と同様の前提をおいて行なっ

た。すなわち，農業部門の生産額を 10%減少させた場合の影響を計測してみ

た。問題によっては，特定の農産物のみの生産を減少させる，あるいはある部

門の減少と別の部門の増加とを同時に行なうことなども，もちろん可能である。

(1) 経済全体への影響

まず第 1表に国民経済全体へ与える影響の大きさを付加価値ベースでまとめ

ておいた。なお，参考までに 55年表による結果をも併せて示しておいた。

第 1表農業生産10%減少の国民経済全体へ与える影響

60年 (参考) 55年

1次効果(付加価値減少率〉 0.339五 0.38% 
2次効果(付加価値減少率〉 0.19% 0.23% 
1次+2次〈同〉 0.51% 0.609醤
究極の値(悶) 0.939五 0.95% 

平均消費性向(守) 0.7450 0.7250 
付加価値誘発係数 (s) 0.8627 0.8323 
乗数{I/(l->;'s)} 2.799 2.522 

付加価値レベルの国民経済全体へ与える影響の大きさを見るについては 1

次+2次を影響の下限，究極の値を上限と考えればよいであろう。

1次効果による付加価値減少率は 0.33%，2次効果による分は 0.19%， 1 

次+2次で 0.51%と，ともに 55年表による計算値を下回っている。しかし，

究極の値は 0.93%で 55年表によるものとほとんど差はない。これは，平均消

費性向匂〉と付加価値誘発係数伊〕がともに 55年表によるものを若干上回

っており，結果として 1次効果を増幅する乗数 {1/(1-lJ.s)}が 55年表によ

る結果をかなり上回っていることによるものである。
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(2) 産業別の影響

次に産業別の影響について分析する。産業別の影響のうち第 2次以降の波及

効果については，産業連関表の消費ベクトルによる通常の生産誘発効果の計測

になるため，本稿で分析する意味はあまりない。また，究極の値は合計値とし

ての意味はあるにせよ，これを産業別に分析したとしてもその約半分は 2次以

降の効果の累積になるので，農業生産を変動させた影響はかえって読み取り難

くなる。本稿の分析目的としては，第 1次の波及効果が産業別にどの様に現れ

るかに分析の中心がおかれるべきであろう。

そこで 3.の(5)'式による 1次効果を直接分と間接分とに分解することを考え

る。直接分，間接分および直接分十間接分〈すなわち第 1次波及効果合計〉の

3種類の産業別波及効果について，生産額変動率上位 10産業，生産額変動額

上位 10産業をそれぞれリストしたものが第 2"'-'第 4表である。以下，この表

に基づいて各産業の農業との係わりの程度を分析する(1)。

① 直接分(第 2表)

第2表第1次波及効果の内訳〈直接分〉

産業名 l変動率1JTLll

〈単位:%，百万円〉

生産額変動額，上位10産業

I (参考)

産業名|変動額|変動率

1.農業サービス 9.7加 49，966 li 1.飼 料 137，522 9.077 

2.飼 料 9.077 137，522 2.農業サービス 49，966 9.7加
3複合肥料・配
-合肥料 7.817 26，346 3.商 業 44，154 0.072 

4.農 薬 7.7∞ 31，651 4.金融・保険 41，248 0.172 

5.有機質肥料 6.721 4，138 5.農 薬 31，651 7.700 

6.単質肥料 4.639 7，633 6複合肥料・配
-合肥料 26，346 7.817 

7.獣 医 3.911 2，548 7.道路輸送 21，433 0.189 
8.砂 糖 0.375 2，044 8.石油製品 13，593 0.098 
9.倉 庫 0.375 3，905 9.紙の加イ也 工品 12，500 0.373 
10.紙加工品 0.373 12，5∞ そ の一般 11，039 0.172 10 ・機器・修理

生産額変動率上位に並ぶ産業はすべて農業への資材〈獣医等のサーピスを含

む〉供給産業である。特に農業以外に生産された商品の産出先をほとんど持た
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ない農業サービス，飼料，肥料，農薬といった産業が上位に並ぶのは，極めて

当然といえよう。

しかし，生産額変動額の上位に並ぶ産業は変動率上位に並ぶ産業とはかなり

異なる。商業，金融・保険，道路輸送，石油製品といった産業は，産業全体の

規模が大きいため変動率でみるとそれほど目立つものではないが，金額では一

部の資材供給産業を上回るものがある。またこの直接分に係わる商業，道路輸

送は，農業が生産資材を購入するに際して支払っている商業マージン，運賃そ

のものである。これに生産資材，金融・保険，石油製品などをも併せると，農

協経営に係わる事業活動の大部分になる。例えば，商業を lつの部門でなく，

農協に係わる商業マージン部分だけを切り放して独立した部門として設定すれ

ば，この部門は変動額だけでなく変動率についても上位にランクされることに

なるであろう。

農協が行なっている経済活動は，それぞれの事業内容に応じて商業，金融等

の各産業に分解されて含まれているためこのようなことが起こってくるのであ

る。したがって，ここで述べた直接分に限らず，第 2.......第 4表の結果全体を通

じて生産額変動率のみでなく，変動額にも注目しておく必要がある。

② 間接分〈第 3表〉

間接分について変動率上位に並ぶ産業は，いずれも生産資材の原材料供給産

業である。ただし，これらの産業はL、ずれも生産規模が小さく，変動率は大き

くても変動額では上位に並ぱなし、。変動額で上位に並ぶのは，商業，金融・保

険，対事業所サービスといった直接的には財貨を作り出さないサービス産業で

ある。

なお，この間接分に現れる商業(商業マージン〉は， 直接分と異なり 「農

協」分の占めるウエイトは大きくないと考えてよL、。また，直接分で最も変動

額の大きかった飼料の原材料である雑穀が間接分の上位に現れてこないのは，

その大部分が輸入品であることと，農業生産が外生されていることとの 2つの

理由による。

③ 直接分+間接分(第4表〉
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第 3表 第1次波及効果の内訳(間接分〉
(単位:%.百万円〕

生産額変動率，上位10産業 生産額変動額，上位10産業

産 業 I ~~$I 関名 変動率 変動額 産 業 名 ! 変動額 l z 
1.魚油・魚かす 6.490 7，858 1.商 業 30，648 0.050 

2.単質肥料 3.838 6，315 2.金融・保険 28，365 0.118 

3.アンモニア 2.929 4，060 3対事業所サー
.ピス 23，931 0.111 

4.植物油脂 2.187 17，792 4.石油製品 18，732 0.136 

5.有機質肥料 2.161 1，330 5.植物油脂 17，792 2.187 

6.で んぷ ん 0.961 1，948 6.電 力 16，455 0.121 

7.動物油脂 0.850 434 7.パルプ・紙 14，169 0.280 

8. 塩 0.627 287 8有機化学基礎
-・中間製品 13，963 0.211 

9.沖合漁業 0.432 3，272 9.道路輸送 12，838 0.113 

10.酪 農 ロ仁ロヨ 0.395 7，168 10.出版・印刷 10，680 0.130 

第4表 第1次波及効果の内訳 Culi:接分+間接分〉
〈単位:%，百万円〕

生産額変動額，上位10産業

産業名|利品( 産業名」凶器

1.農業サービス 9. 782 49，975 I1 1.飼 料 140，901 9.叩O

2.飼 料 9.300 140，901 2.商 業 74，802 o. 122 

3.有機質肥料 8.882 5，468 3.金融・保険 69，613 0.289 
4複合肥料・配
-合肥料 8.541 2日3，785 4.農業サーピス 49，975 9.782 

5.単質肥料 8.478 13，948 5.道路輸送 34，271 0.303 

6.農 薬 8.063 33，142 6.農 薬 33，142 8.063 

7.魚油・魚かす 6.490 7，858 7.石油製品 32，325 0.234 

8.獣 医 3.917 2，552 8複合肥料・配
-合肥料 28，785 8.541 

9.アンモニア 2.929 4，060 9対事業所サー
.ピス 25，120 0.117 

10.植物油脂 2. 187 17，792 10.分類不明 25，069 0.388 

直接分と間接分の合計については，直接分に近い並びになる。直接分と間接

分の生産額変動額の合計値はそれ程変わらないものの(直接分合計で 4621億

円0.07%，間接分合計で 4012億円 0.06%)，直接分の影響が特定の産業に集
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中しているのに対L.間接分の影響はほとんど全ての産業に広くパラまかれた

形になって現れるためである。

以上みてきたように 1次波及効果を詳細に分析してみるとかなり興味深い

結果が得られた。すなわち，生産資材産業の変動率が大きいのは当然として，

変動率は小さくとも商業，金融・保険，道路輸送といったいわば農業にとって

の間接的関連産業部門の変動額が生産資材供給産業に劣らず大きいことである。

また，石油製品や紙製品などの直接原材料についても変動率は小さくとも変動

額は大きいことも確認された。こうした変動率が小さくとも変動額が大きい産

業は，農業以外の分野が大きな需要先であり，かつ生産規模も大きいことから

こうした結果が得られるわけである。

商業，金融・保険といった産業部門は実体としては様々な経済主体によって

運営されており，産業連関表作成のための一次統計の制約などからたまたま 1

つの産業部門にくくられているわけである。したがって，すでに述べたように，

例えば商業から「農協」部分を抜きだして部門設定を行なうことが出来れば，

農協の商業部門が農業生産の変動に対応して変動してくる状況が再現できるは

ずである。

以上本稿で示した分析により，農業生産の変動と他の産業の変動とがかなり

密接に関連している様子が明らかIこなったのではないかと思われる。

注(1) この分析は，使用する産業連関表の部門分類を変更すれば結果は異なってくる。

したがって，本来は基本分類で行なうべきであるとする考え方もあろう。しかし，

基本分類といえども生産額表などを見ればわかる還り，いくつかの異なった荷品

を生産しているアクティピテイを統合して得られたものであり，必ずしも均質で

はない。また例えば「商業」に分類される経済活動には総合商社から町の小売庖，

スーパーマーケット，さらに農協まで含まれている。したがって，基本分類によ

って計算を行なったとしても，それだけで充分な分析が出来るとは必ずしもいえ

ない。部門分類を限りなく細分することは出来ないから，現実問題としてある程

度の部門数で妥協せざるを得ない。本稿で使用した部門分類は，農業と密接な係

わりを持つと考えられる産業については基本分類を使用し，他の産業部門は分析

用の基本である統合中分類を使用しているので，乙の点についてはあまり問題は

ないと考える。しかし，外生する産業部門が農業でなく別の産業部門である場合
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には，また別の部門分類を設定して行なう必要があろう。

S. 残された課題一一結びにかえて一一

本稿は，筆者が約2年前に行なった分析〈吉田 (11))をベースとして，そこ

で不十分で‘あった点を改善し，新たに公表された昭和 60年産業連関表を用い

て分析を行なったものである。

本稿で改善された点、は次の通りである。

① モデル構成上の問題点

② 分析に用いる部門分類の問題点

①については， 3.で示したように消費性向を明示的に導入し 2次以降の波

及効果について極限値まで求めることを可能にするとともに 1次波及効果を

直接分と間接分に分離するなどモデルを改善した。

②については，基本分類と統合中分類を組み合わせた 153部門分類の産業連

関表によって分析を行なうことにより他の産業についてもほぼ満足すべき結果

が得られた。(吉田 (11)ではわずかに 45部門で分析が行なわれており，特に

農業以外の部門について極めて不十分であった。〉

以上モデルの方法論に関しては本稿によってかなり整理が出来たものと考え

る。

また，これまで農業関連産業というと肥料・農薬・飼料といった生産資材供

給産業，すなわち直接的関連産業をイメージすることが多かった。この発想は

誤りではないが，むしろ農業生産の変動によって商業，金融・保険，道路輸送

といった間接的関連産業にも少なからず，金額的にはむしろより大きな影響が

出てくることを，全国レベルで、行なった本稿の分析結果は示している。このこ

とから，今後同種の分析を地域レベルで、行なえば，地域によってはさらに大き

な影響が出ることも容易に想像されよう。 5.で指摘したように商業をはじめと

する間接的関連産業を地域に立脚したものと全国的なものに分割することが出

来れば地域経済に与える影響もこれまでの分析より明瞭になるものと考えられ
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る。

本稿の当初の予定では，本稿で示したモデルを通商産業省作成の「昭和 60年

地域産業連関表J(平成元年 12月公表〕に対して適用し，結果を吉田 (11) と

比較して上に述べた問題に対して何等かのアプローチを行なう予定であった。

しかし地域産業連関表の公表が予定より遅れたため今回は出来なかった。他

日を期したい。

また本稿のモデルは競争輸入型で構成したため， 4.に示したように農産物の

主要な産出先である「食品工業」と農業との係わりについての充分な分析が出

来ていない。したがって，本稿はいわば農業部門への投入側産業と農業との係

わりについての分析に終始している。農業と食品産業との係わりについては，

4.に示したような問題点はあるもののアグリビジネス全体に対する検討を深め

るため，別途稿を改めて分析してみたいと考えている。
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第 l次波及効果(直接・間接分の内訳，農業部門を除く)(続き〉付表1.

同
岬
山
神
除
問
問
圃
世
作
温
協
同
鴻

恥a
匂3

[ 直接+間接 ] 
変動額 変動率(%)

内ロ
o
o
q
6
8
u
z
Q
U
Q
U
R
U
-
-
n
U
0
0
0
3
内4
マ'
a
n
z
o
o
c
o
a
u
守s
o
o
a
u
z
v
U
9
&
7
a
0
0
0
ヨ
00
ヴ

'
'
i
a
u
τ
n
o
n
u
食U
q
L
吟

d
q
d
1
-
'
1
0
3
9
L
n
υ

凋叫Z
9
白句
d
q
d
'
A
R
υ
k
d
n
U
司t
t
A
-
A
a
u
Z
司t
n
u
q
d
凋吐
qL
食u
'
A
守，
n
υ
9
u
n
u
a
u
k
d
'
A
凋品z
n
4
'
A
R
u
a
u
n
ョ，
A
'
A
q
'
n
d
n
u
u
U
R
U

可

d

凋

1
q
L
o
o
n
U
司

t
a
U
守

d
n
a
q
4
q
d
a宅
e
o
n
u
o
o
n
u
n
υ
q
d
a
u
R
a

，A
0
0
9
“円
t

戸

h
d
'
A
9
d
a
u
'
I
t
a
'
i
o
o
a
u
z
。d
n
d
q
L
n
a
マ
'
Q
U
η
L
'
i

'A
民
unnunhu'ingnO
司t
q
d
'
A
a
u
-
-
晶，
a・9
u
7
・"
4
q
'
u
η
4
a
q
n
t
勾d
p
U
噌
ー
の

4
7
'
n
ヨ
R
A
V
n
4
7
・n羽
nonuu'iEnwρ
回
同

t
1
4
町

4
司d

的

4

2
8
0
3
5
6
9
9
9
2
2
0
2
9
6
7
7
8
4
8
0
1
8
1
7
4
2
3
4
4
7
3
8
2
4
0
4
5
8
8
 

句L
7
・R
w
a
4
q
u
k
u
a
q
"
'
n
4
a
q
n
O
7
・2
晶9
u
n
d
q
d
k
u
n
d
n
U
9
白RW
勾d
n
u
n
U
R
U
0
6
7
'
q
J
唱

i
自

U
S性
町

J
R
d
内d
n
'
ρ
o
n
U
唱

1
7
・aq

aa晶

1晶

a
q
a
q
n
t

可，
o
o
p
o
n
'
u
n
a
-品

aa‘
q
J
q
d
q
L
η
r
u
a
q
a
q
n
H
V
F
h
J
v
o
o
n
4
q
d
唱

i
内

4
9
M
'
i
a
u宝

n
O
7
e
a
q
-
-
a
u
Z
唱

i
4
i
a
q
ρ
o
，A

3

3

1

1

6

2

2

1

 

口

冊

、

，

製

2
U

帽

相

理

お

理

理

鉱

山

別

修

機

修

修

s

u

z

鉄
製

2

時
間
u
u

惜

何

舟

何

何

割

業

間

ス

川
崎
剛
一
金
制
町
械
械
械
器

1
械

器

器

理

械

業

事

悦

ピ

リ

一

錬

ヱ

周

属

機

犠

機

機

.

日

、

機

機

機

修

理

機

工

的

共

給

及

一

ぺ

務

加

築

金

舟

周

工

般

ド

気

信

気

岡

修

送

遊

日

公

供

理

険

介

料

サ

品
属
属
廷
の
業
業
械
加
-
ぺ
電
通
器
電
・
悶
輸
械
製
修

B
係

熱

処

保

仲

貸

送

送

帯

除

造

金

金

・

他

産

産

機

品

他

用

凋

・

機

他

車

・

他

機

他

補

(

関

・

物

・

産

賃

輸

給

付

鍛
鉄
鉄
滋
の
般
殊
業
料
の
務
生
子
電
の
動
舶
の
密
の
築
設
木
林
カ
ス
道
棄
業
融
動
宅
道
路
運
空
庫
輸
伝
送

鋳
非
非
建
そ
一
特
農
食
そ
事
民
電
重
そ
白
船
そ
精
そ
建
建
土
農
電
ガ
水
廃
碕
金
不
住
鉄
道
水
航
倉
遅
過
放

n
w
n
u
n
H
M
A
u
n
w
n
u
n
u
-
-
内

J
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
q
a
n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
v
n
u
n
u
n
U
内

u
n
u
n
u
n
u
n
υ
n
u
n・

0

0

0

0

o

a

0

0

0

0

0
日
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
B
O
O
B
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
9
9
0
0
0
0
0
0
日
0

0

0

D

0

0

0

1

0
日
1
2
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
0

3
1
2
1
9
1
2
2
2
3
1
1
0
1
2
0
1
2
1
1
1
2
3
3
1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
4
5
6
7
1
2
 

au
勾，噌，
O
0
6
0
0
0
n
u
n
u
n
u
n
υ
'
A
q
A
q
d
d包
必

uZ
戸O
R
u
a
u
q
'
n
ョ，
A
'
i
'
・A唱
且
胃

A
'
i
q
，U
9ゐ
'
A
9
&
S
峰三凋ヨ
'
A
t
A
-
1
-
A
唱
』

'
z
q
J
n
J

内
必
伺

a
'
a
の
a
e
t
-
-
e

・e-d
句

d
q
d
q
d
q
d
令

d

。dq
d
q
d
q
d
'
d
q
d
q
d
4・
8Ha
凋

uEau-K1ukd
戸

h
d
k
u
R
U
R
H
V
R
U
R
u
n
'
n
e
d
n
t
7
a
q
'
7
a
句

t
q
a

--畠
nzM
，aaaz
毘

d
R
W
7
・a
u
q
e
n
u
-
-
9白

q
o
a
a
&
R
d
R
u
n
t
n
O
何

3
n
u
-
-
9
u
q
u
a
d
A
R
J
u
n
h
U
7
・nbnuanu--kq4qdaaz
民

d
R
U
7
E
0
6
0
3
n
U

8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
D
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
2
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

自

u
n
u
n
6
n
u
o
o
a宅
円

t
R
V
F
h
d
q
u
n
4
q
4
q
u
的

u
d
n
w
nヨ
aa-qdnヨ
0
3
n
u
o
o
n
u
n
u
n
s
n
o
q
J
・
生
ワ
白

Q
d
F
3
n
u
p
o
n
d
q
'
u
q
d

内

6
0
3
7
'
'
i

aazaq
向

L
q
L
o
o
n
4

・iq
J
n
u
a
q
-
-
n
u
n
u
n
U

向

L
司

d
-
A
の

4
n
u
-
-
ハ
U
q
d
n
u
n
u
q
d
q
J
n吋
瞬
時

d
v
q
4
0
0
n
4
n
u
n
t
n
H
U
可

'
o
o
"
'
n
L
n
o
n
U

0

0

0

0

0
日
0

0

0

2

0

0

0

8

0

0

0

0
日
目
。

1
0
0
1
0
0
0
1
2
1
8
0
3
8
0
6
1
0
0

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 0

0

0

0

0

0

0

0

0
日
日
O

B

0

0

0

0
日
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
日
B

O

O

B

O

B

o

o

g

-
-
"
-
-
-
-
-
m
-
p

，， 

.

.
 』↑

F

E

F

-

M

'

-

-

E

m

-

-

F

E

-

-

-

-

-

-

-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

q
L
P
o
o
c
a
n
-
何

''uauτ0306saτaq
司4
司d
p
u
n
t
n
u
'
A
'
i
司g
旬

A
n
u
n
U
れ羽
n
υ
o
u
n
o
a
u
z
k
u
n
u
q
L
q
d
R
u
n
U
戸3
'
i
n
u
司，句
L
q
g
作

句

作

u

qJ'iphd
内J
ρ
n
u
-
-
k
d
0
0
1
A
1
A
q
d
T
I
-
-
n
o
p
n
u
n
U
0
7
・a
晶n
o
n
w
M
a
g
n
u
n
u
n
4
ρ
U
A
U

噌

A
R
J
U
7
・7
・q
u
q
J
n
u
n
h
u
'
1
4
・

0d
司t
q
'
b
Q
u
a
-
n
U
4
.
。，“，

a
u
q
U
9
2
u
q
d
'
d
n
u
n
u
q
d
R
U

岡

d
7
・
内
J

白羽司
t
に

d
n
4
a
u
a
u
R
d
a
-
q
a
a
官令
d
n
u
q
d
n
司令
d

'
i
-
1占

-
n
U
咽

1
4
1
-

戸内u
-
-
-
-
q
u
q
u

・
-

-

-

7

・

n
n
u
h
n
4
4
i
a
q
n
g
n
U

内a
a
a
a
n
a
-
-
7
z
p
h
ω
k
d
1
・

-
-
-
-
-
噌
A

F

噌a
-

咽

A

-

-

司

t
a
u
-
A

旬

q
d
-
-
-
-
-
-

-

-

-

-

"

-

-

[ 間接 1 
変動額 変動率(%)

ρ
o
n
v
o
n
u
o
u
q
d
a
q
7
・RUFhd
・-品。，
aの
4
内JnuannunuaaAqd
内uanmwnunonU
内u
'
i
n
o
q
'
U
n
a
n
u
o
o
a生
n
u
n
3
q
a
1
A
q
d
q
d
'
i
司'・
i

a
q
a
q
n
，“。
4
R
u
q
J
u
-
-
守d
n
U
7
・1
4
n
u
n
u
n
"
q
d
n
L
-
i
q
4
n
U
4
1
0
U
7
・n
U
A
U
n
4
q
u
R
U
R
U
戸3
1
品9
u
n
u
R
u
'
i
q
M
O
O
n
u
n
U

伺

O
q
u

o
u
o
u
n
u
n
u
a
u
n
u
n
u
R
H
u
m
U
A
H
M
A
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
w
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
'
A
n
u
n
u
n
u
n
u
-
-晶

1
-
n
u
n
u
-
-晶

n
u
n
υ
q
o
1
A

何

UhHW

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

n
u
n
u
a
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
M
M
A
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
o
u
h
u
n
w
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
n
υ
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

---M'
馳

値

目

』

』

-
-
-
-
-
-
-
F
F
'
-

伽

』

銅

ゆ

-

-

-

-

-

司

-h--
回

目

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 9
u
n
O
Q
O
S
“zduzauynwdQoaaτaq
守『マ
e
向。守，食
u
k
a
-
-
'
'
n
羽
Q
O
n
u
q
d
n
u
o
U
E
U
4
企戸川
ω
n
u
a
u
k
d
o
d
n
u
守d
a
o
q
L
q
d
p
u
k
u
e
u
a
u

q
d
'
i
戸a
q
d
内J
・1
戸h
d
u
o
'
A
守'
q
d
，A
'
A
o
o
q
L
守，守，凋官戸
U
。O
F
O
K
U
n
u
n
u
a
u
Z
4
宇ロ
υ
a
u
'
i
q
d
n
u
q
d
t
u
n
u
司t
a
g

QU
月

t
q
，UQO
内u
n
u
a
u
z
q
L

島

F
h
d
q
d
9
h
H
q
d
q
d
a
o
p
b
q
d
a
u
守d
守'
n
υ

凋1
守t
a
u
-
q
t
u
n
b
q
d
a
q
n
t
R
u
a
U
3
9
d
'
i
q
G
o
o
q
d

1
4
-
τ
i
-
n
q
唱

1
4
1
F
a
u
-
-
-
-
-

内d
O
3
F
F
-
-

凋“z
e

u

-
咽

A
τ
i
n
u
a
u
n
u
q
6
9
'
u
q
，“，
Aquauzk-u'A

-

-

-

m

v

-

回

】

-

1

‘

-

白

崎

d
O
4
1ふ
-

唱

i
-
-
-
-
-
-

-
-
-
h
-

[ 直接 ] 
変動額 変動率(%)

0
0
0
0
5
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
日
0
0
2
0
日
8
0
1
1
2
2
1
8
7
9
2
0
5
8
1
0

0
0
0
0
2
0
0
0
0
7
0
0
G
o
o
-
0
0
0
0
0
6
u
o
1
日
4
0
7
7
0
0
1
8
2
0
7
2
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
日
日
日
日

0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
3
0
日
。

••.••••••••••••••••••••••••.••••••••• 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
日
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
日
。

-

E

F

-

-

h

-

m

-

-

-

-

-

-

-

p

-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
a

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
0
0
0
7
0
0
0
O
H
U
0
0
0
4
5
0
8
2
1
0
E
0
0
3
1
0
0
4
8
6
日
1
3
9
4
5
3
0
0

ワ
b

q

d

q

J

t

A

-

・1n
u
F
E
D
-
q
L
q
L
R
U
凋

U
A
C
U
R
u
q
d
q
L
-
n
υ
n
U
A
a

a

u

n

u

'

i

s

“
E

b

η

6

8

宮

'
A
-
'
i
q
f
u

目

n
t
d
A
O
U
Oぴ
1
‘
-

1

A

1

A

E

q

d

q

d

n

，U
T
a
a
q
t
A
-
4
1
e
i
q
J
'
i
 

-

噌

i

p

-

-

-

a

u

z

a

q

q

L

-

-

-

-

白

-

』

生産額No.列コ斗・部門名



... 
D 

第 1次波及効果(直接・間接分の内訳.農業部門を除く)(続き〉付表1.
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[ 間接 ] 
変動額 変動率(%)
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生産額
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4842397. 
21513081. 
20334917. 
15238468. 
156158日.
6467371. 
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生産額変動額及び変動率付表2.
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生産額変動額及び変動率(続き〉付表2.
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生産額変動額及び変動率(続き)付表2.
(単位:百万円.%) 
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1次効巣

81 181日00 J~ ルプ. *~ 5061386. 
82 182000紙加工品 335463U. 
83 1910日0凶版・印刷 8246621 
84 201101アンモニア 138633. 
85 201102単質肥料 164526 
86 201103被合肥料 ι配合肥料 337日23.
87 202000無償化学基礎製品 1956732. 
88 203000有機化学基質・中間製品 6626211. 
89 204000合成樹脂 2828211. 
90 205000化学繊維 994305 
91 2日7000化学最終製品{除別掲 9411246.
92 207901農薬 411026. 
93 211000石油製品 13816691. 
94 212000石炭製品 2267975. 
95 221000プラスチツヲ製品 7775378. 
96 231000ゴム製品 2967936. 
97 241000なめし革・毛皮目同製品 1005867. 
98 251000ガラス・trラス製品 1632787. 
99 252000セメント・セメント製品 3973599. 

luO 253000陶磁器 867297. 
101 259000その他の窯業土石製品 2082673. 
102 261000銑鉄・粗鋼 8512923. 
103 262000鋼材 14579956. 
104 26300日鋳鍛造品・その他鉄鉱製品 4221449.
105 271000非鉄金属精錬・精製 1788226. 
106 272000非鉄金属加工製品 4506872. 
107 281000建設・建築用金属製品 4236034. 
108 289000その他の金属製品 7351718. 
109 301000一豊富産業用機械 7569668. 
110 302000特殊産業周a繊〈除別縄) 8498755. 
111 302901農業機械 797901. 
112 302903食料品加工機械 293276. 
113 303000その他一般機器・同修理 6421318. 
114 311000事務周目サービス用機器 2824419. 
115 321000民生用電気機械 9701642. 
116 330000電子・通信機器 11124977. 
117 341000重電機器 4292884. 
118 342000その他電気機器・同修理 13767938. 
119 350000自動車・同修理 33372046. 
120 361000船舶・同修理 2572326. 

基準値No.列トド部門名



生産額変動額及び変動率(続き)付表2.
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付加価値変動額及び変動率付表3.
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付加価値変動額及び変動率(続き)付表3.
(単位:百万円.%) 
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基挙前 1次効果

81 1810日目パルプ・紙 1077478. 
日218200日紙加工品 1071228. 
83 191000出版・印刷 3636190. 
84 201101アンモニア 24832. 
85 201102単質肥料 39623. 
86 201103複合肥料・配合肥料 86428. 
87 20200日無機化学基縫製品 47日間8.
88 203000有機化学基礎・中間製品 1079465. 
89 2日4000合成樹脂 529736. 
90 205000化学繊維 281345. 
91 207000化学最終製品(除別掲 3543981.
92 207901農薬 142361. 
93 211000石油製品 ;)501281: 
91 212000石炭製品 310261. 
95 221000 プラスチック製~ 2769563. 
96 231000ゴム製品 1083454. 
97 241000なめし市・毛皮， 1，'1製品 3455日1.
98 251日00ガラス・ガラス製品 701749. 
99 252000セメント・セメント製 r'i1， 1169488. 

100 253000陶磁器 432437. 
1日1259000その他の窯業土石製品 833960. 
102 261000銑銭・粗鋼 1382010. 
103 26200日鋼材 2656181. 
104 26300日鋳鍛造品・その他鉄鉱製品 1234327.
105 271000非鉄金属精鋭・精製 313519. 
106 272000非鉄金属加工製品 1245266. 
107 2810日日建設・建築用金属製品 1555664. 
108 289000その他の金属製品 3108493. 
109 301000一般産業用機械 2702628. 
110 302000特殊産業用機械〈除別掲) 3426100. 
111 302901農業機械 249687. 
112 302903食料品加工機械 114993. 
113 303000その他一般機器・同修理 2585344. 
114 311000事務m・サービス用機器 9;)9923. 
115 321000民生用電気機械 2735274. 
116 330000電子・通信機器 3910739. 
117 341000重電機器 1565951. 
118 342000その他電気機器・同修理 4806699. 
119 350000自動車・同修理 901日目68.
120 361000船員(1・同修理 日34302.

No. 列コ斗・部門名



付加価値変動額及び変動率(続き〉付表3.
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（要 旨〕

農業生産変動と関連産業

吉 田 泰 治

本稿の目的は， 農業と資材・サ ー ピス供給産業， 消費•投資材産業の相互依存関係を産

業連関分析の手法によって分析することにより， 農業生産の変動が農業生産資材産業を中

心とする農業関連産業に与える影響について計量的な分析によって把握することにある。

こうした計量分析を行なうことにより， 農業という一経済部門の国民経済， 地域経済に占

めるウエイトが明らかになるだけでなく， 漢然とした概念で理解されている農業に対する

「関連産業 」という概念をより明確に位置付けることが可能になる。

本稿で用いた分析モデルは， 通常の均衡産出額モデルを若千修正し， 農業部門を外生し

たモデル(1次効果）とこれを受けての消費の変動が各産業に与える影響を求めるモデ）V

(2次効果）の2 段階オ ー プンモデルによる。この2 段階オ ー プンモデルは， 農業生産変

動の影響が与える究極の効果（極限値）まで求められるようになっている。なお， このよ

うな2段階オ ー プンモデルではなく， 消費を内生化したクロ ー ズドモデルによって行なう

方法もあり， その違いについても比較・検討する。

分析に使用した産業連関表データは，平成元年 2 月に公表された「昭和60年産業連関表」

（以下「60年表」という）であり， 部門統合の考え方は， 連常の産業連関分析の分析用の

標準として公表されている「統合中分類 (84部門分類）」 をベースとして， この他主たる

分析対象である農業， 林業， 漁業， 食品工業及び若千の資材供給産業（肥料， 農薬など）

を基本分類によって分類したものを追加し， 内生部門数（産業部門数）は153部門とした。

分析モデルのシュミL/ ーションは， 農業部門の生産額を10%減少 させた場合の影響を計

測してみた。それによると，

国民経済全体に与える影響を付加価値減少率でみると， 1 次効果分が0.33%, 2次効果

分が0.19%となり， 究極の値は0.93%となる。

次に産業別に現れる影響のうち 1 次効果を詳細に分析してみるとかなり興味深い結果が

得られ・た。すなわち， 生産資材産業の変動率が大きいのは当然として， 変動率は小さくと

も通常農業にとっての関連産業とはみられていない商業， 金融・保険， 道路輸送といった

いわば間接的関連産業部門の変動額が生産資材供給産業に劣らず大きいことが確認され，

農業生産活動と他の産業の生産活動がかなり密接に関連している様子が明らかになった。
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		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

